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ステユーデソト・アパシー下位尺度の検討

　　　　　　A　Study　of　Apathy　Syndrome
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高　尾 正

1　問　題

　現代の青年の心理をあらわす用語として、三無主義（無気力・無関心・無感動）が使わ

れだして相当な年月になる。青年、特に大学生に顕著であるこのような傾向は、ステユー

デント・アパシーとよばれ社会問題として話題を提供している。甘えの構造が出版された

のは1971年のことであるが、そのなかで、土居健郎（1971）は、学園紛争における青年の

反抗について考察している。それは、戦う現代青年の心理について述べられたものである

が、一見、アパシーとは無縁な過激な学生の行動の背景にある「無気力」の存在について

考察を加えている。それは、現在の体制を批判し、体制の破壊を主張し、暴力による革命

を遂行しながら、なおかつ、自からを被害者として位置づける青年の思考プロセスである。

　さらに、小批木啓吾（1978）も、この学園紛争を青年のモラトリアム化傾向の萌芽と位

置づけ、同様の見方を示している。アメリカにおいても、1950年代後半から1960年代にか

けて、青年の無気力化が社会問題となり始めた頃、これらの青年たちによる過激な反体制

運動が生まれ、学生の留年や中退が激増していった（石井完一郎1981）。我が国においても、

学園紛争終息とともに大量留年が社会問題となりはじめ、ステユーデント・アパシー

（Walters　P．　A．1961）の概念が我が国でも定着しはじめた。

　ステユーデント・アパシーの症状については、多くの考察がなされているけれども、そ

の中心概念は「やる気のなさとシうけ」ということであろう。このような現代の青年の生

態について、久世敏雄（1989）は、石井完一郎などと同様、特定出生コーホートと社会と
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の相互作用の過程として捉えるべきだと主張する。1945年の終戦、1960年代の既成の権威

の否定と目標性の喪失、そして、1970年代に入り留年、校内暴力、家庭内暴力、登校拒否

等の青年の問題の顕在化の時代へという流れである。

　堀淑昭（1981）は、シうけを現代文明の人間疎外という欠陥の産物として捉え、シうけ

を病理現象と考えているが、同時に堀は、シうけを一面、文化からの解放として、科学文

明社会におけるシうけの必然性にも言及している。このような高度科学文明社会における、

青年の生き方はどのようなものであろうか。青年はなぜアパシーに陥るのであろうか。西

平重喜（1987）は、現代の日本人の人生観を国際比較し、全体に「くらい」日本人像を結

論している。物事を深刻には考えず、感激性が少なく、現実的である。さらに、享楽的で

あり、経済的な豊かさへの関心が強く、運やチャンスを気にし、生活に対する満足度が低

い、時に強い不満を持つ。このような日本人の人生観の報告は、「もの」があふれ、物質

的には恵まれた生活を享受しながら、なおかつ精神的に満たされない日本人の実態が示さ

れている。反田健（1972）も、無限とも思える自由と豊かさのなかで、多くの青年が、恵

まれていると感じながら、むしろそれ故、悩みや困難を抱えている状況を報告している。

また、岩田紀（1980）は、このような傾向を都市的行動様式のなかで説明している。

　このように豊かな社会で育ちながら、なぜ満足できないのか、この点について日本の子

どもたちの生活意識調査から、深谷昌志（1990）は、中学生を対象とした調査で、成績と

将来の可能性の予測との関係を分析している。それによれば、成績が低くなればなるほど、

閉ざされた将来を感じるようになる。すなわち、子どもたちが、社会的な達成に関心を示

さないのではなく、達成を断念しているのであろうと推測する。このような現実と、子ど

もたちの現実認識が子どもたちを無気力やシうけに追い込んでいるとみるべきであろう。

　現代の学生は、よい成績やよい就職には魅力を感じているが、その前提となるよい成績

をとるための勉強からはおりてしまう。そして、このようなステユーデント・アパシーは、

学生生活においては問題が表面化することは少ない（水口下口　1985）。そして、学生自身

それを認識しているが故、大人になりたくない、モラトリアムに陥るのであろうか。

2　方　法

　大学生のアパシーの下位尺度の作成に当たっては、アパシー・シンドロームの構造研究

を参考にした。ステユーデント・アパシーの症状については、既述のように無関心、無感

動、無責任を主訴とするが、範囲の限定は必ずしも一致を見ているわけではない。土川

（1990）は、カウンセリングの立場から、神経症症的人格構i造上に生じるアパシーと、特

有の人格構造上に生じるアパシー（典型例）を区別し、さらにそれらを再分類している。

典型例アパシーの症例としては、自我同一性の未確立と自我の防衛、自己決定・自己選択
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などの自己の問題についての現実吟味能力低下、受身一強迫的性格とそこから生じる対人

関係の回避を、その特徴としてあげている。

　石井（1980）は、アパシーを中心とした無気力の構造を分析して、コースに「のり」遅

れたとたん気力低下を招く潜在的無気力予備群、多次元的な「関わり」を拒否する、精神

傷害的アパシー、「シうける」の用語で説明される、文化的アパシーに分類した。さらに、

アパシー近縁症候群として、遅延（ぐず）、弛緩（ものぐさ）、回避（さける）の3型を、

アパシーの近縁症候群としてあげている。

　下山（1992）は、日本の青年期のモラトリアムの症例としてのアパシーに注目し、モラ

トリアムの下位構造にアパシーに相当する構成概念を、回避と命名し下位分類としている。

この回避を含む、拡散・安易・延期の4概念は小批木（1977）の提唱するモラトリアムの

概念のなかに含まれるものである。これらは、石井の概念である、シうける、さける、ぐ

ず、に対応するものであり、ステユーデント・アパシーの症状を、このような概念でまと

めあげることが可能であるとおもえる。

　そこで、このような概念から、現実的なアパシー症状を、次のような15の下位構成概念

を採用した。

1　感情抑制の困難（感情）

　　　　自己のコントロールをすることが困難で、感情をストレートに表現し理性的な行

　　　動が取りにくい。

皿　快楽志向（快楽）

　　　　自己中心的な思考と行動を基本とする。要求不満耐性が低く、客観的な判断が困

　　　難である。幼児傾向が強く、他の人の立場を思いやることが困難である。

皿　無責任（無責任）

　　　　アパシーの中心的な概念であり、現代青年の典型的な行動様式と考えられる。思

　　　考的な外向性に欠け、因果関係の把握の困難から、全体を見とうすことができず、

　　　結果を考慮することなく行動にはしる。

1V　将来志向の欠如（将来）

　　　時間の流れのなかで、自己を捉えることが困難で現実課題に束縛されやすい。虚

　　　無的な傾向が強く、人生設計をもたず、または、その決定を延期しようとする傾

　　　向がある。

V　無感動（無感動）

　　　感情表現が乏しく、青年らしい生気に欠ける。「シうける」という言葉で表現さ

　　　れるように、さめた現実感で世のなかと関わろうとする。それには、世のなかに

　　　対する現実的な分析と無期待が存在する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77



　　　　　　　　　　　　　　青年のアパシーに関する研究　I

W　努力の放棄（努力）

　　　　根気と持続性に欠ける。毎日の積み重ねや、ドリルを苦手とする。表れた結果の

　　　　みで判断し、それに至るプロセスに注目しない。はじめからあきらめ、要求水準

　　　　を低く設定する傾向がある。

皿　学業からの退却（学業）

　　　　大学の入学が目的であり、入学後は勉強意欲を喪失する。勉強の目的を見いだせ

　　　　ず、同時に、それ以外のものにも目的を持つことができない。

W　現実的行動の欠如（現実）

　　　　自己を客観しすることが困難で、現実吟味に欠けた行動をとる。問題を分析し計

　　　　画的に行動することが苦手である。願望の実現に努力のではなくて、非現実的な

　　　　自己逃避のメカニズムによって解決をはかろうとする。

】X　社会性からの後退（社会性）

　　　　現代の青年は同調傾向が強い反面、社会との関わりを煩わしく思う傾向が強い。

　　　　人との強いむすびつきを避け、表面的な交友にとどまろうとする。それは、束縛

　　　　を避け、自由に振まいたいとする自己中心性と関わる。

X　外罰（外罰）

　　　　自己を被害者として意識することによって、自分の立場を正当化しようとする。

　　　　原因を自己の以外のものにに帰属することによって、責任を回避することができ

　　　　る。

XI　延期（延期）

　　　　青年のモラトリアムにあたる。決断と責任を避けることによって、現実への直面

　　　　を避けようとする。独立への不安と、義務を免除されたぬるま湯的世界を離れる

　　　　ことへの恐れが交錯している。

XII無気力（無気力）

　　　　アパシーの典型概念である。学習性無気力は状況のコントロール不可能の経験か

　　　　ら多く生じることが確かめられている。年少時から、枠組みのなかで成長してき

　　　　た多くの現代の青年は、目的意識を持たないがゆえやる気を持ちえない。

皿　自己効力感の欠如（自己効力感）

　　　　自己の行動に対する自信と、自己の行動による環境の変革の可能性の予感は行動

　　　　を生起させる。しかし、このような自己効力感の欠如は、アパシーの基本概念と

　　　　なるものである。

XIV決断の回避（決断）

　　　　延期と方法論的な側面を構成している。自信の欠如、意志の弱さや劣等感が原因

　　　　となってものごとの決断から逃避しようとする傾向。
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XV　依存性（依存性）

　　　　消極的な社会との関わりかたや、過度の他人への同調性。決断の回避と関わり自

　　　　己決定ができない。不安傾向が強く、他人との関わりでそれを解決しようとする。

　質問紙の作成にあたっては、15の変数のそれぞれについて5項目の質問を作成し、各項

目ごとに、まったくそのとうりである一まったくそのとうりではない　までの5段階評定

求め、それを5－1点に変換し、粗点した。この尺度を、大学1，2，3回生女子、125

名に実施した。実施時期は1992年11－12月である。

3　結果と考察

　ステユーデント・アパシー15下位変数の全体の平均15、53、標準偏差3．72、75項目総計

の平均231．50、標準偏差34．08であった。まず最初に、感情から依存性までの15変数のそ

れぞれについて、相関を求め（Table省略）、さらに、最大値より5項目間の共通性を推定

した（Table　la）。その結果から、第2変数である快楽志向変数の相関と共通性係数を検討

し、この尺度をステユーデソト・アパシー下位尺度から省くことにした。他の14変数につ

いても、共通性係数が．30を下回る項目を省くこととし、それぞれ5項目のうち1項目を

減らし1変数につき4項目として新たに分析をすすめることとした。ただし、第1、9、12

変数については、共通性係数が．30を下回る項目が存在しなかったけれども、項目数を統

一するために係数のもっとも小さい項目を省いた。14変数、4項目の項目番号と、それぞ

れの平均値と標準偏差はTable　lbに示したとうりである（Table　lbで、平均と標準偏

差の未記入の項目が省いた項目である）。

　全体に1パーセント水準の有意差が認められた。平均値からみるとアパシー下位変数は、

10～11点代の下位得点群（無責任、将来、無感動、社会性、外罰、無気力の6変数）と、13

～14点代の上位得点群（感情、努力、学業、現実、延期、自己効力感、決断、依存性の8

変数）とに分けることができる（5パーセント水準のテユーキー検定の結果下位群と上位

群のそれぞれの差は有意であった）。ステユーデント・アパシーの典型症状である無責任、

無感動、無気力の3変数はいずれも、下位得点群にグルーピングされている。そして、上

位群の変数は、感情、延期、決断や依存性の、「大人になりきれない未分化傾向」そして、

努力、学業、現実、自己効力感の、「怠惰とあきらめの傾向」にまとめることができるで

あろう。すなわち、現代の女子青年のアパシー症候群の解釈を、「楽に生きること」とす

れば理解しやすいのではないだろうか。

　つぎに、アパシーの下位変数を項目ごとに検討してみたい。感情の変数では、「思いど

うりにならないことがあるとイライラする」の項目の平均値が3．95と高く、要求不満耐性
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Table　la，　bスチューデントアパシー尺度の下位項目

　　　　　　　　　　　　　　　　　a共通性の推定　　　b 4項目の平均と標準偏差

．No，　　　　項　目 a共通性 b　M　　SD No。　　　　項　目 a共通性 b　M　　SD
1　感情抑制の困難桝
@1　すぐ不気嫌になる
@2　みさかいなく行動することが多い
@3　思いどうりにならないことがある
@　とイライラする
@4　自分をおさえられないことがある
@5　感情的になることが多い

．572

D452

D572

D491

D491

13．02

R．18

R．95

Q．58

R．28

3．71

P．23

P．13

P．26

P．30

37　計画的に行動することが苦手であ

@　る
R8無理して高いものを買うことがあ
@　る
R9　理想を追うことが多い
S0　夢物語のようなことを考えること

@　がある

．350

D362

D545

D545

3．14

Q．77

R．59

R．70

1．23

P．25

P．18

P．20

H　快楽志向
@6　ほしい物があると無理をしても買
@　うことが多い
@7　いやなことはなるべく避けて通り
@　たいと思う
@8　がまんするのが苦手である
@9　いつも自分のやりたいようにやる
P0他の人にあまり気をつかわない

．280

D280

D238

D165

D165

K　社会からの後退
@41時々友達としゃべるのがおっくう
@　　になる時がある
@42　友達とはほどほどにつき合うのが
@　　いいと思う
@43　クラブ活動などには興味がない
@44　一人のほうが気楽でよい
@45学校や社会の行事には　ほとんど
@　　参加しない

．472

D506

D506
D472
D366

lLO5
Q．90

Q．61

Q．50

R．06

3．36

P．12

P．30

k34
P．12

m　無責任廓麟

@ll約束を守らないことがある
@12責任を問われるような事はなるべ
@　　く避ける
@13人まかせにすることが多い
@14なんとかなるだろうと考えること

@　が多い
@15時間にルーズである

．470

D485

D485

D248

D470

10．43

k81
R．30

Q．90

Q．41

2．81

D81

P．06

P．00

P．33

X　外罰＊

@46世の中なにかと不公平だと思う
@47　わたしはいつも運が悪いと思う
@48　私の良いところを解ってくれる人
@　　はあまりいない
@49　うまくいかない時など他人のせい
@　　にすることが多い
@50　人にじゃまされることが多いと思
@　　う

．452

D568

D568

D377

D286

11．86

R．69

Q．90

Q．27

R．03

3．31

P．15

P．18

P．00

D92

1＞　将来志向の欠如μ

@16先のことはあんまり考えず今やり
@　たいことをやるほうがよい
P7今から将来の計画など立てようが

@　ない
@18　持っているお金はすぐに使ってし
@　まうほうである
@19将来のために今苦労するのはあま
@　　り意味がない
@20　人生はなるようにしかならないと

@　思う

．346

D308

D218

D328

D308

10．94

R．18

Q．62

P．75

R．33

2．82

P．02

P．22

C85

P．21

XI　延期桝
@51　いずれ社会にでていくという実感
@　　がわかない
@52　もっと長く大学生でいたい
@53一人前に扱われるのはかえって不
@　　安である
@54　もう大人であるという実感がない
@55　子供は楽でよいと思うことがある

．385

D385

D189

D360

Q．19

14．13

R．30

R．70

R．58

R．56

3．14

P．31

P．28

P．09

k20

V　無感動牌
Q1うれしい時でもあまり表情にでな

@　い
Q2最近感動したようなことはほとん

@　どない
Q3何でそれぐらいのことで騒ぐのか

@　不思議に思うことがある
Q4人の話に引き込まれるような経験

@　はほとんどない
Q5　はしゃいでいる人を見るとしらけ

@　ることがある

．239

D416

D396

D416

D396

11．54

Q．10

R．76

Q．29

R．38

3．21

P．26

P．12

P．10

P．18

XII無気力廓
@56物事に真剣に取り組む気がしない
@57　何もやる気のしない日がある
@58　いつも疲れたような気分である
@59　一生懸命打ち込めるものがない
@60　どうでもいいやとあきらめること
@　　が多い

．422

D301

D452
D452
D399

1LO1
Q．20

Q．88

R．00

Q．83

3．80

P．09

P．27

D53

P．05

1427
R．53

R．55

R．66

R．42

3．32

P．25

P．29

P．19

P．04

皿　自己効力感の欠如
@61わたし一人が頑張っても世の中あ
@　　まり変わらないと思う
@62努力をしても認められないことは
@　　よくあると思う
@63　他の人より負けていると感じるこ
@　　とが多い
@64　充実した日であったと思うことが
@　　少ない
@65　なかなか自信がもてない

，173

D326

D591

D356

D591

13．82

R．21

R．38

R．05

R．94

3．41

k18

P．07

P．38

P．02

W　努力の放棄
@26毎日コッコッ積み重ねていくよう
@　なことは苦手である
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の低いことが示されている。無責任の変数では、「約束を守らないことがある」「時間にルー

ズである」の約束の不遵守より、結果責任の回避傾向が強い。将来の変数では、刹那志向

が認められる反面、「将来のために今苦労するのはあまり意味がない」の項目の平均値が1．

75と低く、将来計画のための準備の必要性を否定しているわけではない。しかし、努力の

変数との関連でわかるように、実際の行動が伴うわけではない。無感動の変数では、感動

体験は、それほど否定的ではないものの、やはり他の人の感動体験には距離をおく「シう

け」傾向は認めることができる。努力と学業の2変数は、14変数のなかで特に高い値を示

しており、勉強しない努力しない大学生の現状が示されている。「授業をさぼることがよ

くある」の項目点は他の項目と較べて有意に低く、自ら行動しないが指示されればそれに

は従うという現代女子青年の一面が表れているのではないか。現実の変数では、衝動的傾

向よりも、ファンタスティカル傾向が強く、女性特有の現象であるかもしれない。

　社会性からの後退の変数は、相対的には高い得点を示しているわけではない。しかし、

いずれの項目もこの変数を肯定している。こうした点から考察すれば、さきに述べた、表

面的な交友関係を支持しているとも考えられる。外罰も相対的に高くない平均値を示す変

数のひとつである。しかし不公平感は相当強いといえよう。延期の変数は、いずれの項目

も高い値を示し、大学生のモラトリアム傾向を証明している。無気力変数では、「ものご

とに真剣に取り組む気がしない」の項目の平均値が低く、この項目には否定的態度を示し

ている。ただ、「一生懸命打ち込めるものがない」の項目にみられるように、目的をつか

みがねているのではないだろうか。自己効力感の変数も全項目において高い値を示してい

る。決断や依存性の変数についても同様であり、自立しえない現代の青年像が浮かび上が

ってくる。

　この14変数のそれぞれについて、全変数取り込みによる、変数と項目の重回帰分析をお

こない、偏相関と重相関係数（自由度調整済み）を求めた。結果はTable　2に示したと

うりである。いずれの値も満足できるものであり、それぞれの変数における項目間の関係

を確かめることができた。

　ついで、14変数間の関係を検討するため、14変数間の相関を求めた（Table　3）。無責任、

社会性、延期の3変数を除く11変数において8－11変数との間に有意な関係が認められた。

感情の変数は、それほどたかくはないが、3つの変数を除いた変数との関係が認められ、

この変数が大学生の行動の基本的な部分と関わっていると思われる。無責任のの変数も将

来、社会性の2変数を除いて有意な相関が認められ、平均値はそれほど高くなかったけれ

ども、アパシーシンドロームの主症状をなしていると思われる。特に、努力、学業、現実、

決断の各変数とは高い相関を示し、責任を負いたくない傾向は怠惰やルーズさと関わる。

　無感動の変数は、社会性、外罰の変数と高い相関を持ち、これら2変数は他の変数との

関係の比較的低い変数であるだけに注目すべき結果となっている。このような情緒的変数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81
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Table　2　14変数における変数と項目の偏相関と変数の自由度調整済みの重相関係数
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は、友人関係や世の中のとらえかたと関わる変数であるのかもしれない。また、この無感

動の変数は、無気力や自己効力感の変数とも高い相関を示している。努力、学業、現実の

3変数は、多くの他の変数との関係が認められる。特に、努力の変数は、学業、現実の変

数との間に高い相関がみられ、この3変数が互いに関連しあった因子であると思われる。

さらに学業の変数は、これらの変数以外に、無気力や決断の回避の変数との高い関連が認

められ、勉強の基本動機がやる気や決断力であることが確かめられた。

　外罰の変数と関係が深かった変数は、無感動以外に、無気力と自己効力感の変数である。

やはり、外罰傾向は自己コントロールや自信、達成感の問題であろう。無気力変数と最：も

高く関係する変数は、自己効力感の変数である。これは、環境への働きかけの挫折や自己

の力による変革の可能性の否定が無気力につながるという、これまでのアパシー研究の結

果を肯定するものである。決断や依存性の変数は、この両者の高い関係の他、すでに述べ

たように、アパシーシンドロームの基本構造をなすものと思われる。

　なお、将来、社会性、延期は、他の変数との関わりの少なかった変数である。将来の変

数は、わずかに学業と外罰の変数と低い相関がみられたのみであった。

また、さきに述べたように社会の変数は、無感動と比較的高い関係が認められており、友

人関係の基本要因を示していると思われる。延期の変数は、感情、決断、依存性などの変

数と関わり、モラトリアムと青年の幼児化傾向のつながりを示しているといえよう。

　以上のような点について、さらに分析をすすめるため、これら14変数について主因子法

による因子分析をおこなった。その結果のバリマックス回転後の因子負荷量を示したのが

Table　4である。第1因子には、無責任、、努力、学業、現実、決断の5変数がまとめら

れ、第2因子には、感情、外罰、無気力、自己効力感の4変数がまとめられた。さらに、

第3因子には、無感動、社会性の3変数がまとめられ、第4因子には、将来、延期、依存

性の3変数がまとめられた。第1因子は、「努力しないで、なんとなく生きていく」因子

としてまとめることのできる、計画や努力することを嫌い、結果だけを追い求める怠惰の

因子である。ここには、豊かな時代に育った現代の青年の人生観の一端が表れているとい

えないか。第2因子は、「自信がなく、不満を秘めたやる気のなさ」の因子である。この

因子にあらわされているものは、簡単にあきらめてしまう、また、その原因を自己の外に

帰属させることによって要求不満を解消使用とする青年像である。

　第3因子は、「シうけた、ひとり志向」因子である。それほど高い値を示さなかったと

はいえ、友人との交流に負担を感じる青年の存在は、従来考察されてきた青年期の交友関

係の記述を書き換えるものかもしれない。第4因子は、「大人になりたくない」因子であ

る。青年は大学生活が世の中の現実からかけ離れた世界であることを認識している。それ

だけに、「いま」の生活が続くことを願っている。しかし、だからといって充実した生活

を送っているわけではない。
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Table　4　アパシー下位変数のバリマックス回転後の因子負荷量
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　因子分析の結果は、14変数間の相関係数の分析の結果を追認するものであった。アパシー

　シンドロームには多くの症状が含まれている。この14の下位尺度は、もちろん、それら

を網羅したものではないが、それらの一端と関連を明らかにするものである。

4　要　約

　女子大学生を被検者にして、ステユーデント・アパシーの下位尺度の検討を試みたもの

である。15の下位変数のなかから選択した14の変数を用いて、内部の整合性と関連の分析

を試みた。重回帰分析と因子分析の結果、いくつかの点が明らかになった。

　平均値からみるとアパシー下位変数は、10～11点代の下位得点群（無責任、将来、無感

動、社会性、外罰、無気力の6変数）と、13～14点代の上位得点群（感情、努力、学業、

現実、延期、自己効力感、決断、依存性の8変数）とに分けることができた。

　これらの14変数は、因子分析の結果、第1因子「努力しないで、なんとなく生きていく」、

第2因子は、「自信がなく、不満を秘めたやる気のなさ」、第3因子は、「シうけた、ひと

り志向」、第4因子は、「大人になりたくない」因子と名づけた。これらは今の大学生の現

状をあらわしているといえよう。

　さきに述べた分析は、今後検証すべき仮説を多く含むものである。しかし、少なくとも、

これらの分析から、ステユーデソト・アパシーが、青年の未分化な発達、幼児性の問題で

あることは明らかである。
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